
６ 単元計画   

 １ ２ ○3  ４ 

学
習
の
展
開
と
学
習
活
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１ 問いを共有し，遊具を使って遊びながら，体力要素を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行い方と体力要素の関係を共有する。 

 ・柔らかさ  ・巧みさ  ・力強さ  ・持続 

３ 行い方を変えて，遊具で遊ぶ。 

４ まとめをする。 

５ 振り返りをする。 

 

 

 

１ 問いを共有する。 

 

 

 

２ 体力要素を意識して，森の中で遊ぶ。 

 ○ 自然を使って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ ものを使って 

  ・張り巡らせたゴム   ・杭       ・ロープ   ・丸太   ・ストップウォッチ 

   

 

 

 

３ 行い方と体力要素の関係を共有する。 

 

４ 共有した内容を生かしてもう一度遊ぶ。 

 

５ まとめをする。 

 

６ 振り返りをする。 

 

 

 

学
び
の
姿 

・ 遊具で遊んだり，行い方を工夫したりする中で，体の動か

し方をもとに，どんな力が高まるのかを試行錯誤する。 

 

・ 森の中の自然を使って，めあてに合わせ   た運動の行い方を試行錯誤する。 

・ めあてを達成するために，どのように体   を動かせばよいのかを試行錯誤する。 

・ もっと体の動きを高めるために，場や行   い方を試行錯誤する。 

主
な
教
師
の 

支
援 

・ 遊具を使った遊びと体力要素を結びつけることを課題とす
ることで，体の動かし方を意識しながら運動に取り組むこと
ができるようにする。 

・ 遊びの中から感じた体力要素を教師がカテゴライズするこ
とで，知識として習得することができるようにする。 

・ 教師が行い方の工夫を助言したり，子どもたちの工夫を取
り上げて広めたりすることで，多様な体の動かし方を意識す
ることができるようにする。 

・ 事前に森の中の危険を取り除いたり，遊   ぶ前に安全を確認したりすることで，安心して運動に取り組むことができるようにする。 
・ 毎時間，違う男女混合グループをつくる   ことで，一人では考えつかないような場や行い方の工夫に気づくことができるようにする。 
・ グループの取り組みを紹介することで，   新しい場や行い方で運動に取り組むことができるようにする。 
・ 同じ場や行い方で変容が見られないグル   ープには，他の場への移動を促したり，新しい行い方を助言したりするなど，より多様な運動に取り組むことができ
るようにする。 

・ タブレット型端末とプリンタをいつでも   使えるように準備し，場や行い方を視覚的に共有できるようにする。 
・ 子どものめあてに対する伸びや変化を見   取り，具体的に声掛けをすることで，さらに主体的に取り組むことができるようにする。 

評
価

計
画 ア・サ イ・カ・キ・サ 

挑戦課題   森の中で   体力を高めることができるかどうか 

問い 体力を高めるには，どのように遊べ   ばよいかな？ 問い ○○で遊ぶと，どんな力が高まるかな？ 

タイヤ 丸太渡り 綱渡り 

ジャングルジム すべり台 

根 坂 木 トーテムポール 広場 

行い方の工夫の視点 

・向き          ・回数 

・スピード        ・時間 

・人数           

・使う部位（使わない部位） 

・落ちない 

【追究のための手がかり】    ・体の動かし方          ・行い方          ・体力要素（柔らかさ，巧みさ，力強さ，持続） 

手だけで 手を使わずに

に 

 

に 

手のひらと足の裏以外が当たらずに 

両足で 

・座って片足で 

・手だけで上がる 



 


